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準絶滅危惧のキクタニギクを多くの人に、より身近に感じてもらうため、広
める方法を考え、栞の作成を行った。栞では、台紙にキクタニギクの押し葉・
押し花を乗せ「重陽の節句」をイメージした。また、キクタニギクの香りに着
目し、キクタニギクの香りを含ませた紐を作成に使用した（第1.2図）。
作成した栞は、様々なイベントで配布。また、栞作成のワークショップを行い、
多くの人にキクタニギクの魅力を広めることができた。

①栞作成

周知活動に向けた開発

第１図
栞作成の様子

第２図
作成した栞

②ネイル作成

花弁をネイルとして利活用することで、農業生産物の加工品として価値を
高めることができると考え、検討を始めた。
京都市東山区にあるギャラリー竹田千藏商店を経営され、ネイルの販売を
行われている竹田裕美子様に紹介したところ、「準絶滅危惧の保全だけで
なく、SDGsの達成にも貢献することができる素晴らしいアイデア。」と言って
頂き、商品開発にご協力いただいた（第３図）。
今後、ネイルの販売も行い、キクタニギクの知名度や利用価値を高めてい
きたい。

第３図 商品開発に向けて会議を行っている様子



周知活動ーイベント参加

イベント参加① 梅小路公園グリーンフェア２０２５年春

２０２５年５月３日、梅小路公園春のグリーンフェアに参加し、私たちの研究
活動をまとめたポスター発表を行い、多くの人に私たちの活動や、準絶滅危
惧であるキクタニギクの存在を周知することができた（第１図）。
また、キクタニギクの押し花を使用した栞の配布を行った。

第１図 ポスター発表を行っている様子

イベント参加② 京都円山マルシェ

２０２５年１０月２５日、円山公園にてキクタニギクを使用したネイルを販売し
た（第２図）。日本の方だけでなく、外国の方も多く、国を超えて多くの人々に
キクタニギクを知っていただくことができた。公益財団法人京都市都市緑化
協会様が展示していたキクタニギクも見せていただいた(第３図)。

第２図
販売会の様子

第３図
京都市都市緑化協会様のキクタニギク



イベント参加③ 京都環境フェスティバル２０２６

周知活動ーイベント参加

２０２６年２月１１日、京都パルスプラザにて開催された「京都環境フェス
ティバル」に参加し、キクタニギクを使用した栞作り体験や、ポスター発表を
行った（第４.５図）。
体験した方が楽しく、分かりやすくキクタニギクに興味をもっていただくため、
栞のデザインの種類を増やすなど、工夫を行った。

第５図
ポスター発表を行っている様子

イベント参加④ 梅小路公園グリーンフェア２０２６年春

第７図
順化体験の様子

第６図
ポスター発表を行っている様子

第４図
栞作り体験の様子

２０２６年５月３日、梅小路公園春のグリーンフェアに参加し、私たちの研究
活動をまとめたポスター発表を行い、多くの人に私たちの活動や、準絶滅危
惧であるキクタニギクの存在を周知することができた（第６図）。
また、多くの方にキクタニギクの順化体験をしていただいた（第７図）。順化
したキクタニギクは、お持ち帰りいただいた。そのため、キクタニギクの周知に
加え、保全もすることができた。



イベント参加⑤ ル・マルシェ

周知活動ーイベント参加

２０２６年７月１２日、関西日仏会館で開かれたル・マルシェ（パリ祭）でキク
タニギクをエディブルフラワーとして利用したパウンドケーキの販売を行った
（第８．９図）。
食べていただいた方に評価していただくため、アンケートを呼び掛けた。製
作したパウンドケーキをすべて販売することができ、日本の方のみでなく、外
国の方にも周知することができる機会となった。

第９図
販売の様子

第８図
販売したパウンドケーキ



周知活動ー発表

発表① 向日市立西ノ岡中学校での発表

2025年6月12日、西ノ岡中学校を訪問し、総合の時間にSDGｓについて
学習している生徒に向けて、研究発表を行った（第１図）。
準絶滅危惧であるキクタニギクのプロジェクト発表を行い、準絶滅危惧を
保全し利用することで様々なSDGｓに貢献できることを西ノ岡中学校の生
徒に知ってもらうことができた。

第１図 西ノ岡中学校での出前授業の様子

2025年８月２５日、京都府主催のオープンイベントZET-BASE KYOTO
夏まつりに参加し、ポスター発表（第２図）、キクタニギクを使用したネイルの
販売、また知事との懇談を行った。
来ていただいた多くの方々に実際に商品を手にとっていただくことでキクタ
ニギクを周知することができ、さらなる知名度の向上を行えた。

第２図 ポスター発表を行っている様子

発表② ZET-BASE KYOTO夏まつり



発表③ きょうと☆いきものフェス！2025

周知活動ー発表

第3図
口頭発表を行っている様子

2025年９月２７日、京都府立植物園にて口頭発表、キクタニギクを使用し
たネイルの販売、キクタニギクの栞作り体験を行った（第3.4図）。
また、私たちがGREEN×EXPO2027でガーデン制作をすることが決定
したことで、私たちの活動についての発表も行った。
これらを通してキクタニギクを知っていただくことで、幅広い年代の方に準
絶滅危惧を広めることができた。

第4図
栞作り体験の様子

２０２５年１２月１９日、京都府立大学にて、「精華キャンパス研究交流会」に
参加し、企業や大学の方々に研究発表を行った（第5図）。
準絶滅危惧であるキクタニギクについて発表を行い、多くの企業や大学の
方にキクタニギクや私たちの活動を知ってもらうことができた。

第5図 研究発表を行っている様子

発表④ 精華キャンパス研究交流会



周知活動ー発表

発表⑤ 京都アグリ・フードイノベーション創出事業
令和７年度成果報告会

２０２６年３月２６日にキャンパスプラザ京都で令和７年度の成果をまとめ、
発表を行った（第6図）。
発表ではキクタニギクの概要、主な研究内容について説明し、他の参加者
の方と意見交流をし、新たな考えを持つことができた。

第6図 発表を行っている様子

発表⑥ 京都大学での発表
２０２６年８月６日に京都大学の近藤友大先生を訪問し、在来作物の研究
に関してご教授いただいた。また、フジバカマやキクタニギクのポスター発表
を行い、近藤先生や大学生の方からの質問に答えたり意見を交流した（第
7図）。
在来作物を守ることの重要性や保全に関する理解を深めることができた。

第7図 発表を行っている様子



実績



実績

令和７年度 第９回全国高校生農業アクション大賞

２０２５年６月２３日、全国農業協同組合中央会、毎日新聞社が主催する全
国高校生アクション大賞に応募し、私たちが行っているキクタニギクの３年
間の活動計画を提出した。
活動計画は、現在の活動状況などを踏まえ、目指す先を明確にイメージし
ながら作成した。その結果、認定１５グループに選出された（第１図）。

第１図 認定１５グループのパンフレット

第１１回 全国ユース環境活動発表大会

２０２５年１２月２１日に開催された環境省が主催する全国ユース環境活
動発表大会に参加し、キクタニギクにおける生物多様性の保全、地域文化
の継承について発表した（第２図）。
また、この発表が評価され、近畿地方大会で優秀賞をいただくことができ
た。

第２図 発表の様子



実績

日本農芸化学会

２０２６年3月12日、公益社団法人日本農芸化学会が主催する日本農芸
化学会の大会に参加し、キクタニギクの研究内容のポスター発表を行った
（第４図）。来場された多くの方々にキクタニギクの研究活動を知っていただ
き、知名度向上につながったと考える。
また、他校の生徒、審査員の方々とも意見交流を行い、他の実験方法や周
知方法を模索するきっかけになった。

第４図 宣伝活動・ポスター発表の様子

第２回みどり戦略学生チャレンジ

２０２６年２月２７日、農林水産省が開催するみどり戦略学生チャレンジに参
加し、キクタニギクの農業生産物としての価値を高めるため効率的かつ衛
生的な生産方法について発表を行った。
また、この内容が評価され優秀チャレンジ賞をいただくことができた(第３
図)。近畿農政局の方とも意見交流を行い新たな視点を持つことができた。

第３図 受賞の様子



実績

第７７回京都府学校農業クラブ連盟大会

２０２６年７月２2日に開催された第７７回京都学校農業クラブ連盟大会に
出場した。本番に向け、長い期間をかけ、様々な準備を行い挑んだ。本番で
は練習の成果を発揮することができ、「最優秀賞」をいただいた（第５図）。
また、他校の発表を聞くことで発表の仕方やスライドの構成など良い刺激
を受けた。授賞式では、審査講評の時間が設けられ、地域と連携した活動
の評価や事前資料の改善点など貴重な意見をいただいた。

第５図 表彰の様子

第７４回近畿学校農業クラブ連盟大会

２０２６年８月２０日に開催された第７４回近畿学校農業クラブ連盟大会に
出場した。前回の京都府大会をもとに、さらに練習を積み重ね、本番に挑ん
だ。本番では練習の成果を発揮することができ、「最優秀賞」をいただいた
（第６図）。
発表終了後の質疑応答では、日々の学習や研究で得た知識をまとめ答え
ることができた。また他校の発表を聞き、新しい視点から研究を見直すこと
ができた。

第６図 表彰の様子



メディア



自生地への植え付け

重陽の節句に、自生地である高台寺岡林院を流れる菊谷川へ植
栽を行った。私たちが開花調整し、開花させた株を使用した。本来開
花しない時期である2025年９月９日に開花をさせ、 注目を集めた
ことで周知する機会になった。

メディア

朝日新聞

読売新聞 産経新聞



自生地での挿し芽指導

自生地である高台寺岡林院にて、挿し芽指導を行った。挿し芽指

導を行ったことで、地元の方がキクタニギクを管理できる機会になっ
たと感じている。
また、開花調整を行い開花株を持参したことで、さらに注目を集め
た。

メディア

読売新聞 京都新聞

産経新聞

KBS京都
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